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自動高速直流耐電圧試験器       型 式 ＨＳＷ－１００ 

特許番号：第２５２９０８６号 

目  的 

   本器は、モーター、トランス等の巻線時における絶縁材からの電線のはみ出し、絶 

縁材のひび割れや導体とアース間の距離のある不具合等の検査器です。 

  概  要 

   従来の耐電圧試験器では、不良の兆候である微細な放電を検出する能力がないので 

   ごく大きな不良しか検出できませんでした。また絶縁破壊が生じた場合、製品の不 

   良箇所に放電するアーク電流は大きく、アーク時間も長いので絶縁材を焼損してし 

   まい、製品の修理が困難でした。 

   本器は、上記の問題点を完全に解決し、被試験品に損傷を与えにくい超高感度の 

   非破壊型の直流耐電圧試験器で、巻線のみならずトランジスタ、ダイオード等の電 

   子部品、電子回路装置の耐電圧性能の評価など広く使用出来ます。 

  原  理 

   被試験品に印加設定電圧まで０ボルトから徐々に上昇させ交流耐電圧試験の数倍の 

   直流高電圧を印加します。上昇途中で漏洩電流が設定値を超えた場合、放電前の 

   小さな高周波放電（コロナ放電）を検出し、即高圧を遮断します。もし完全な 

   放電が始まっても放電開始から数μs以内の短時間で高圧を遮断します。この為 

アークエネルギーは非常に小さく絶縁材の焼損はありません。 

   従来の耐電圧試験器の数万分の１に低下し、放電は肉眼では観測できません。 

  特  徴 

   高周波放電を検知（コロナ放電検出） 

    数ＭＨｚの高周波の放電も検知するので巻線の絶縁材よりのはみ出し（たれ線） 

    絶縁材のひび割れ等を正確に検出出来ます。 

    耐電圧試験の数倍（５０００Ｖ～６０００Ｖ）の電圧を印加するので少し距離が 

    あっても放電します。 

尚、不良時には測定電流値は保持表示されますので容易に確認出来ます。 

   最大電圧 ＤＣ±８ＫＶ １０ｍＡ 

    発生できる直流電圧は±８ＫＶ最大なので広範囲に使用できます。 

    尚、不良放電検知時には高圧回路は短絡されますが、電圧表示は保持しますので 

    放電発生電圧を正確に求められます。 

   安全で高信頼 

    高速で短絡遮断しますので安全です。 

    また不良検出時、試験終了試験終了時は高圧を短絡させ、試料にチャージされた 

    電荷を放電させますので、試料に電荷が残ることはありません。 

    直流放電電圧は相対する物体の形状配置により正極性を加えた場合と負極性の電圧 

    を加えた場合とでは異なります。そこで、正極性、負極性と 2回電圧を加え測定の 

    信頼性を高めています。また、片極性だけの試験も出来ます。 
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   仕  様 

    試 験 電 圧   ＤＣ ±０～８ＫＶ （±自動切替） 

    Ｄ Ｃ 電 圧 計   破壊電圧メモリ式 

    高 圧 出 力 電 源   ＤＣ １０ｍＡ （ＭＡＸ） 

    Ｄ Ｃ 電 流 計   漏れ電流及び放電電流メモリ式 （０－Ｐ表示） 

    漏れ電流設定範囲   ０～１０ｍＡ  （ＤＣ） ０．０２ｍＡ設定刻み 

    瞬間放電設定範囲   ０～２０ｍＡ  （ＨＦ） ０．０４ｍＡ設定刻み 

               （メータースケールの 2倍） 

        不良の場合、ＤＣのＮＧかＨＦのＮＧかランプにて識別出来ます。 

    使 用 計 器   ＪＩＳ １．５級 

    確      度   ± １．５％ ｆｓ 

    ランプ時間設定   ０．５～１０ s e c （自動電圧上昇時間設定範囲） 

               （０Ｖより所要の電圧まで上昇する時間） 

    高圧印加時間設定   ０．５～１０ s e c （一定電圧通電時間設定範囲） 

    放 電 モ ニ タ ー   電流波形モニター用ＢＮＣ出力端子付き 

    入 出 力 信 号   別 図 参 照 

    電      源   １Φ ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ 

    容      量   約３００ＶＡ 

    寸      法   (Ｗ)４３０ｘ(Ｈ)２００ｘ(Ｄ)４５０ 
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  入出力信号 

 

  入力信号 

CONT.

1
2
3
4
5
6

(マイクコネクタ６Ｐ)

ＡＵＴＯスタート
＋Ｖスタート
－Ｖスタート

リセット

ＣＯＭ

 

       ＣＯＭと各信号ショートで機能がオンします。 

 

 

  出力信号 

1
2
3
4
5
6
7

8
9
10
11
12
13
14

OUT

(アンフェノール14P)

BUSY (１と対)動作中信号
END (１と対)テスト終了信号

(１と対)テストＯＫ信号GOOD

(１と対)ＤＣ漏洩電流不良信号
HF NG (１と対)高周波微小放電不良信号

TOTAL NG (１と対)総合不良信号

(DC)LF NG

 

        無電圧接点（ＮＯ）信号です。機能オンで接点ショートです。 

 

 

 

 

  ＨＦ ＬＦ アナログ出力（オプション） 

1
2
3

HF LF
DC OUT

HF

LF

COM

(0-100%/0-10V)

(マイクコネクタ３Ｐ)

(+)

(+)

(-)

 

ＣＯＭは共通で０－１００％に対して０－１０Ｖを出力します。 
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  各部の説明 

  フロントパネル 

 

ZZ ERUB

L H

ＳＴＡＲＴ ＲＥＳＥＴ

ＰＯＷＥＲREADY

11

９

８

７

６
５

４

３

２

１

３

ｋＶ
－

ｍＡ

ZERO ADJZERO ADJ

ＭＯＤＥＬ ＨＳＷ－１００

TEST VOLTAGE LEAK CURRENT

MODE SELECTOR

SEC. SEC.

RAMP SPEED H.V TIMER

%

TEST VOLTAGE ADJ

０

１０

２０

３０

４０
５０

６０

７０

８０

９０

１０００．５ １０

８

５
３

２

１．５

０．５ １０

HODAKA ELECTRONICS LABO.LTD.HEL

LF HF
NG LIMIT

10mA 10mA
PEAK CURRENT

+H.V -H.V END

GOOD

PROGRAM INDICATOR

LF

HF

NO GOOD INDICATOR

NO GOOD

PUSH MEAS. METER PROG RESET

AUTOAUTO+V -V LF HF
H.V CURRE.

Ｈ．Ｓ ＷＩＴＨＳＴＡＮＤＩＮＧ ＶＯＬＴＡＧＥ ＴＥＳＴＥＲ

①

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨

⑩

⑪⑫

 

① 電源スイッチ：装置の主電源です。 

②ＲＡＭＰタイマー：④で設定した電圧まで上昇する時間です。上昇中は上のＬＥＤが 

点灯します。 

③測定タイマー：設定電圧に到達してからの測定時間です。測定中は上のＬＥＤが点灯 

します。 

④試験電圧設定：０～８ｋＶまで設定でき、出来るだけ高い電圧で試験してください。 

⑤ＨＦ ＮＧ設定：完全な放電前の微小放電のＮＧ設定をします。 

⑥ＬＦ ＮＧ設定：完全な放電のＮＧ設定をします。 

⑦モードセレクタ：各項目の設定をします。凹でＯＮ，凸でＯＦＦ。 

通常メータはＨＦをＯＮにして、AUTO RESETはＯＦＦにして下さい。 

ＨＦ／ＬＦメータを選択しても不良は両方検出します。 

MODE SELECTOR

PUSH MEAS. METER PROG RESET

AUTOAUTO+V -V LF HF
H.V CURRE.

試験電圧の極性
メータの表示選択

自動／手動
AUTO RESET

 

⑧スタート／リセットボタン：ＳＴＡＲＴボタンを押すと試験開始します。ＲＥＳＥＴボタンを押

すと試験終了します。 

⑨不良ブザーとランプ：ブザーは音量調節付きです。 

⑩ＬＥＤ表示器：動作や良否判定を表示します。不良はＨＦ／ＬＦの判別もできます。 

⑪放 電 メ ー タ：⑦モードセレクタで選択した放電を表示します。 

⑫試験電圧メータ：④で設定した試験電圧を表示します。 
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  各部の説明 

  リアパネル 

 

H.V

AC100V
50/60Hz

FUSE

5A

NFB

GND

MONITOR

OUT

CONT.

（注意）

試験器内部が焼損します。

シールド端

この端子には絶対に高圧を印

（ショート）させないで下さ

HF LF
DC OUT

① ② ③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

 

   

① 電源インレット：ＡＶ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

② Ｆ Ｕ Ｓ Ｅ：電源ヒューズ５Ａ 

③ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ．：スタート／各個スタート／リセットの入力信号 

④ Ｏ Ｕ Ｔ：動作状態の出力信号 

⑤ ＨＦＬＦ ＤＣ ＯＵＴ：各放電量（０-１００％／０－１０Ｖ）で出力します。 

⑥ ＭＯＮＩＴＯＲ：放電確認用モニターで、オシロスコープで波形観測ができます。 

⑦ Ｈ ． Ｖ：試験電圧を出力する高圧コネクタです。試料のＨ側に接続します。 

⑧ Ｇ Ｎ Ｄ：アース端子で試料のＬ側に接続します。 

⑨ シールド端子：外部で正確な電流を計測するときに使用します。 

       ＊注意 外部で電流遮断回路が必要です。 

⑩ Ｎ Ｆ Ｂ：過電流が流れたときに出力を遮断します。一度働いた場合はカチッと

なるところまで押してください。 
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  ◎ 操作方法 

 

試料を接続した状態で行ってください。 

 

１）⑦モードセレクタのＨ．Ｖで試験電圧の極性を選択します。両方選択も可。 

  ＭＥＴＥＲをＨＦオン、ＰＲＯＧをオフ（手動）にします。 

 

２）②ＲＡＭＰタイマーと③試験時間を設定します。 

 

３）⑤ＨＦ不良設定、⑥ＬＦ不良設定を合わします。 

 

４）④で試験電圧を設定します。スタートしてゼロから電圧を上げていき設定します。 

試験電圧は出来るだけ高いほうがいいので目安として良品試料でメータを見ながら試験電圧を

上げていきメータ針がフラフラ動き出す（放電）手前ぐらいが理想です。 

設定後リセットします。 

 

５）⑦モードセレクタで試験する電圧極性±をＯＮ，ＭＥＴＥＲはＨＦをＯＮ，ＰＲＯＧを    

ＯＮ（自動）、AUTO RESETをＯＦＦにして下さい。 

 

６）⑧のＳＴＡＲＴボタンを押すと試験開始し、ＲＥＳＥＴボタンを押すと試験終了します。 
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